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　関西の中部・南部には，高温で含有成分の濃
い温泉が所々に湧出している．例えば，有馬温
泉，龍神温泉，川湯・湯の峰・渡瀬温泉，白浜
温泉，勝浦・湯川温泉，湯泉地温泉，十津川温
泉等がある．主に，3He/4He比が高く，塩類の
濃度が濃く，二酸化炭素を多く含んでいる．これ
らは下部地殻よりもマントルに存在する成分であ
る．
　フィリピン海プレートの沈み込みスラブは約

60ｋｍ深度まで深発地震で追跡できる(Fig .
1)．60ｋｍ深度以上には深発地震面がみつかっ
ていない. 有馬温泉の下部ではスラブか約60km
の深さにみられ，白浜温泉では約30kmの深さで
ある．これらの深さでは脱水が見られるが、110
ｋｍ深度以上でないので島弧の火山活動は起こっ
ていない（巽，1995；西村，2000）．これらの
条件では脱水したものは，超臨界のH2Oであ
り，いろんな成分を容易に溶かし込み，これら
の成分を含む流体（フルイド）としてマントル内
を上昇する．この上部のマントルの温度は加水し
て融点が下がっても部分溶融するだけの温度は無
く，マグマの発生は考えられない．
　上記の温泉では，断層を通じて温泉水が地下

水といろんな割合で混合しながら湧出しているよ
うに見えることが多い．地殻内部での断層は地震
の発生からみて，14ｋｍより浅い部分にしか見
出されない．上記の温泉は，地表地質の調査等か
らみて熊野酸性岩類の貫入体（地殻下部の再溶融
体で，12~14my昔の貫入体）の周辺のゆるみ域
を伝い上昇し，断層を通じて湧出すると推定で
きる，その湧出するときには断層に存在するラ
ジウムその娘元素のラドンを含み上昇するはずで
ある．
　白浜温泉では，この様な貫入岩体は地表に見

えないが，また，有馬温泉では明確でないが，高
温の温泉の存在部分は地層の引帳場である．わ
が研究所では，潜在する貫入体を物理探査（特
に重力異常の分布）で推定した．断層の存在も

物理探査（重力異常や電磁探査）で推定できた．
　高温の温泉は共存する二酸化炭素の遊離や蒸

気により自噴していることが多い．これらの割れ
目にはラジウムやその娘元素の粘土に吸着し，そ
の後放出が起こるはずである．
堀内他（1979）は白浜温泉水にはラジウムや

ラドンの含有は少ないと報告している．しかし，
地表近くの湧出孔の近辺ではラドンとトロンの娘
元素214Bi, 208Tlのγ線強度が高くなるはずで
ある．今迄の放射能探査の結果（Fig.2; Table 
1）からもこのことが得られたし，温泉が閉塞し
て、止まっているときの地表近くの土壌中のγ線
強度と同じ温泉が自噴していたときで3.8倍であ
り（Table 2）．このことが証明できた．
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第1図　フィリピン海スラブ上面の形状（弘瀬ほか；2007に加筆）
・A：有馬温泉（スラブの上面の深さ：約60Km）
・B：白浜温泉（スラブの上面の深さ：約30Km）

第2図　湯崎　崎の湯―行幸の湯ー天山閣ルートのγ線強度分布
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第1表　有馬温泉　金泉での地表γ線強度と周辺域のγ線強度

第2表　有馬温泉　極楽泉源周辺での、自噴時のγ線強度と自噴停止時のγ線強度
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